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PCB使用電気機器の管理状況�
�

　ＰＣＢ使用電気機器の管理については、今後も厳重な保管を

継続すると共に新たに施行されたＰＣＢ処理特別措置法(2001.7）

に対応し、低圧機器保有数量の適正把握、使用中の機器につ

いて2005年度までに全廃し、2010年度までに無害化処理

を完了します。   

 �

高圧機器�

使用中�

171台�

保　　管�

576台�

合　　計�

747台�

環境パフォーマンス�
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PRTRシステム�
クボタシステム開発株式会社の取組み�

当社のＩＴ関連会社であるクボタシス

テム開発（株）は、ＰＲＴＲ法に対処する

システムを開発しました。クボタでは

このシステムに則ってPRTRの管理シ

ステムを構築します。�

トピックス�

使用製品添付ラベル�

保管庫� 保管容器内部�
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危険に近づく頻度�
 �

危険な状態が起こる頻度�

防護策実施状況�
または回避の可能性�

ケガの大きさ�
健康障害の大きさ�

1996年度� 1997年度� 1998年度� 1999年度� 2000年度�
0

0.4

0.6

0.8

0.2

0.57

0.42

0.66

0.50

0.24

度数率�
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地下水汚染管理状況�
�

有機塩素系化合物は二つの工場で使用していますが、その

使用工場の地下水は環境基準値をクリアしており問題はあり

ません。     �

筑波工場については2001年度中に全廃する予定です。浪

速分工場については都市部に位置しており、消防法上の関係

で代替化が困難でありますが、管理の強化を進めるとともに

全廃に向け努めています。�

事業所名�

筑　　波�

浪　　速�

�

使用物質名�

トリクロロエチレン�

トリクロロエチレン�

�

年間使用量（2000年度）�

2.6トン�

11.3トン�

使用期間�

1993～2000�

1993～2000

地下水測定値�

不検出（＜0.0001mg/  ）

不検出（＜0.002mg/  ）�

環境基準値�

0.03mg/

0.03mg/�

�

環境パフォーマンス�

リスクアセスメントとは�

ISO14001における「環境側面の特定」が、

OHSAS18001では「リスクアセスメント」

に相当します。危険源を抽出して、危険の

度合いを評価（数値化）し、対策することで

災害につながる可能性を低減する手法です。�

被災の可能性�被災の可能性� 障害の大きさ�障害の大きさ�リスク重要度�リスク重要度�

観測井戸�
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安全衛生管理�
�

　従業員の安全衛生の確保は企業活動を行う上で、必要不可

欠な社会的責務です。�

　当社は、「安全最優先」の理念の下、「人命尊重」、の観点か

ら法とルールを遵守した安全衛生活動に取り組んでおります。�

　当社の安全衛生管理は、中央安全衛生管理と事業所安全衛

生管理に分け1973年度からスタートした5ヵ年毎の「長期災

害減少計画」と年度毎の「全社安全衛生指針」「事業所安全衛

生指針」に基づいて推進しています。その活動は、「“法律を

守る”から“安全配慮”へのレベルアップ」、「“災害ゼロ”から

“危険ゼロ”へのステップアップ」を目指した、「リスクアセス

メント」と「設備の本質安全化」を基本としています。各事業

所での安全衛生管理活動の強化を図ると共に年間3回、定例

の中央安全衛生パトロールを実施し、安全衛生管理の実態把

握とレベルアップの指導・支援に努めています。�

�

�

ＯＨＳＡＳ18001認証取得�

2000年12月筑波工場が当社で初めて労働安全衛生マネ

ジメント規格であるＯHＳＡＳ（Ｏccupational　Health and 

Safety　Assessment　Series）

18001を認証取得しました。今後もさ

らに他事業所へ水平展開し、職場にひ

そむ危険源を低減し、｢働く人にやさしい｣

工場づくりに努めます。�

事業所の休業災害度数率の推移  

※度数率とは、100万労働時間あたりの災害件数。（度数率１は500人の事業所で年1件の災害頻度）�


